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研究成果の概要（和文）：日本産サシチョウバエ、Sergentomyia squamirostrisは北海道を除く本州、四国、九
州、沖縄に広く分布することが本研究により明らかとなった。成虫の発生は気温が20℃を超える6月から9月であ
り、爬虫類に対しての嗜好性があることが示唆された。南西諸島においては、S. squamirostrisと形態学的・遺
伝的に異なる種の存在が明らかとなった。中国、モンゴル、台湾における採集調査および台湾に生息する
Sergentomyia属サシチョウバエとの分子系統解析の結果より、東アジアにおいてS. squamirostrisは、中国の一
部地方と日本のみに生息する可能性が高い。

研究成果の概要（英文）：In Japan, the sand flies have not been investigated since 1958 in spite of 
their medical importance. Information on the current status of sand fly fauna and ecology in Japan 
is thus important. Sand flies have been considered to be rare in Japan, however, this research 
project reveal that the geographical distribution of the phlebotomine sand fly Sergentomyia 
squamirostris seems to be wide, and the species appears to be abundant in the Honshu, Shikoku, 
Kyushu, and Okinawa, not in Hokkaido area. Seasonal prevalence of S. squamirostris was surveyed in 
different climate area, S. squamirostris started to appear from June and disappear until October, 
and the numbers of sand flies become peak in August in each research area.  According to the 
analysis of blood meal of female S. squamirostris, it is suggested that S. squamirostris tend to 
prefer the blood of reptiles. The distribution of S. squamirostris is confirmed in Japan and 
Jiangxi, China, but not in Mongolia and Taiwan. 

研究分野：昆虫学、寄生虫感染症学

キーワード： 双翅目昆虫　サシチョウバエ　日本

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サシチョウバエによる刺咬は発赤を伴い、痛みが強いとされ、しばしアレルギー反応を引き起こすのみならず、
原虫によって引き起こされるリーシュマニア症という人獣共通感染症、サシチョウバエ熱と呼ばれるウイルスに
よる感染症、あるいはバルトネラ症（カリオン病）として知られる細菌による感染症等の媒介者でもある。地球
規模での環境変動、外来動物の侵入、生物相の変化、これらの生態系の変化による感染症の侵入危機が叫ばれて
久しい。本研究で得られた成果は、ひとたび国内に侵入すれば、日本の保健、医療に重大な脅威となることが明
らかな節足動物媒介性感染症の防疫策を先見的に考える上で意義が大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
双翅目チョウバエ科昆虫サシチョウバエは、日本においても注意を払うべき衛生昆虫のひ

とつと考えられていた。日本において最初にサシチョウバエが採集された確かな記録は、1916

年の 6月 25日、S. Komatsuにより愛媛県松山市にて採集された雄 1個体、雌 1個体、同じく

1916年の 7月 19日、 S. Yamadaにより山口県小群にて採集された雄 1個体である。これら

のサシチョウバエは、日本産の新種として 1923 年に Newstead により Phlebotomus 

squamirostrisとして記載された（Newstead、1923）。しかしながら、1958年の青森県におけ

る 9個体（緒方、1958）が記録されたのを最後に、国内におけるサシチョウバエの調査および

研究は行われていなかった。この半世紀の間、さまざまな感染症の媒介者にもなりうるサシチ

ョウバエの研究は世界で大きく進展し、種の鑑別に用いる形態学的特徴も多く記載されてきた。

現在の形態学的分類基準では、日本産サシチョウバエは Sergentomyia squamirostrisである。

このように、日本のサシチョウバエについては、生息種数、生息範囲すら明らかになっていな

いのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本に生息するサシチョウバエ種を形態学的分類、分子遺伝学的分類により

明らかにし、生息環境、吸血源等生態学的解析を行い、国内における分布域マップを作成し、

日本のサシチョウバエ相の基礎的データ構築を目指す。さらに、東アジアにおけるサシチョウ

バエと形態学的および分子遺伝学的に比較検討することで東アジアにおけるサシチョウバエの

種多様性を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 （１）サシチョウバエの習性を考えライトトラップ、ドライアイス誘引トラップ、オイルト

ラップ 等、様々な方法で、さらに屋内・屋外・森林等環境の異なる場所からサシチョウバエの

採集をすることにより、生態の異なる複数種のサシチョウバエを得る。採集したサシチョウバ

エを顕微鏡下で解剖し、生殖器、貯精嚢、咽頭、羽、アンテナの標本を作成し形態学的分類を

行った。 

 （２）サシチョウバエより DNA を抽出し、分子遺伝学的分類を行い形態学的分類結果との

結果を比較検討することで、種内差異について詳細に検討する。 

 （３）新鮮血を吸血しているメスのサシチョウバエ腹部材料を用いて、哺乳動物を広く検出

可能なミトコンドリア遺伝子の保存性の高い配列をターゲットとし分子遺伝学的解析を行い、

吸血源となった動物種を明らかにする。 

 （４）東アジアから得られたサシチョウバエと国内で採集されたサシチョウバエを形態学的

および分子遺伝学的に対比させ、系統および種分化につき解析する。 

 
４．研究成果 

 （１）本研究により、Sergentomyia squamirostris は北海道を除く本州、四国、九州、

沖縄に広く分布することが明らかとなり（図１）、サシチョウバエは我が国において稀な昆

虫ではなく、今後も気候・生態系の変動に伴う分布域の拡大等、監視すべき昆虫である。

北海道での 2度の調査（帯広、富良野）ではサシチョウバエの生息は確認されなかったが、

ヒトスジシマカの北上が顕著な今日においては、引き続き調査が必要と考えられた。 



  

東京都（西多摩郡、八王子市）に

おいても、ヒマシ油含有トラップ

にてサシチョウバエ成虫の生息を

確認した。主にメスの cibarium

および spermatheca、オスの

genitalia、coxite および style に

よる形態学的同定法により、本州、

四国、九州、沖縄においては、S.  

squamirostris の分布が確認され、

その好適生息環境は日の当たる林

道 沿 い で あ っ た 。 ま た S.  

squamirostris は、標高 600ｍま

で生息可能であった。南西諸島に

おいては、S. squamirostrisと形

態学的に異なる種の存在が明らかとなり（北は屋久島から南は西表において）、 経時的採

集地比較調査により、常緑針広混交老齢林、約 40 年生スギ人工林での採集はなく、好適

生息域は原生的照葉樹林であることが示唆された（投稿論文準備中）。 

 サシチョウバエの発生消長を明らかにするため、気候の異なる群馬県みなかみ町および新潟

県佐渡市において、各定点 10ヵ所で継時的採集調査を行った結果、サシチョウバエの発生は

気温が安定的に 20℃を超える 6月から 9月であり、いずれの調査地においても発生のピー

クは 8月であった。また、炭酸ガスによる誘引性を確認するため、ドライアイスのみ、ラ

イトトラップのみによる採集率の比較（各 10 トラップ設置、設置場所を日ごと交換）を

行った結果、ドライアイスのみのトラップではほとんど捕獲されず、炭酸ガスによる誘引

は低いことが示唆された。さらに、5月から 10月に亘り北九州日本海側、高さ 12mmに

常時設置したネットトラップ調査では、3 年間に亘りサシチョウバエが採集されなかった

ことから、サシチョウバエがジェット気流等にのり海外より飛来する可能性はないと考え

られた。 
 
 （２）屋久島産サシチョウバエにつき the cytochrome c oxidase I gene（CO I）および the 

cytochrome b gene （Cyt b）の一部塩基配列の解析を行った結果、本州で採集された S. 
squamirostrisとの相同性は CO Iで 86％，Cyt bで 84％であった。形態学的にも遺伝的

にも S. squamirostrisと異なる種が沖縄県以外からも確認されことから、国内におけるサ
シチョウバエ種の多様性把握に今後も努める必要があると考える。本州で採集された S. 
squamirostris（メス 50個体、オス 50個体）での CO I および Cyt bの配列は 100％の相

同性を示したが、voltage-sensitive sodium channel遺伝子の intron解析により、種内に

多様性が認められ、種内系統解析を引き続き行っていく。 
 

 （３）吸血源を明らかにするため、佐渡市で得られたメスの吸血個体について、mtDNA を

ターゲットとしシークエンスを行ったところ、爬虫類に対しての嗜好性があることが示され

た。しかしながら、ライトトラップ法、オイルトラップ法では吸血個体の採集が難しく、

試供個体数が少ないことから、より統計的な解析を行うためには、今後採集法の検討が必

要であると考えられた。 

 



 

 （４）1985年以降、サシチョ

ウバエ調査が行われておらず、

生息種の明らかになっていない

台湾にて採集を行い（高雄市、

桃園市）、形態学的に同定された

種；S. iyengari taiwansiensis、

S. squamipleuris、S. barraud、

Phlebotomus kianguensis と 

日 本 産 サ シ チ ョ ウ バ エ         

S. squamirositris の比較解析

を行った。Cytochrome b 遺伝

子をターゲットとした分子系統

解析により 5 つの cluster にわ

かれた（図２）。 

モンゴル、中国、台湾における                       図２ 

調査にて、日本以外で S. squamirostrisの生息が確認されたのは Pengze（江西省、中国）

のみであった（メス 8個体、オス 7個体採集）。 
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